
申請書記入上の注意事項 

 

１  内容については、簡潔でわかりやすく、かつ丁寧に記入してください。 
２  申請用紙には、日本語で記入してください。 

３  申請者氏名欄には必ず捺印してください。 

４  記入上の注意事項 

（１）事業（調査研究または学会開催）の目的 ※一般研究・学会開催 

調査研究または学会の趣旨・申請に至った経緯、何を研究するか、期待される

成果等を記入してください。 

 

（２）事業実施計画 ※一般研究・学会開催 

事業の実施スケジュール、内容を記入してください。 

  

※静岡県ＳＯＥについては、申請書内の指定記載事項に従って記入してください。 

 

（３）申請者・事業参加（分担）者 

申請者本人も含めてすべての研究メンバーを記入してください。 

 

（４）事業費内訳 

事業に係る総費用について、単価・数量等算出基準を明記のうえ、明細を具体

的に記入してください。（次ページ参照） 

 

（５）財源内訳 

学校の研究費など、当補助金以外の財源が含まれる場合は、空欄に金額及び内

容を記入してください。（次ページ参照） 

また、（４）の事業費内訳の総額と財源内訳の総額が一致するようにしてくだ

さい。 

 

５ 補助金の概算払について 

・概算払を必要とする理由（例：研究資金が○月に不足する、△△の支払時期が○

月である など）、申請（希望）金額、希望時期を記入してください。 

 ・「申請（希望）金額」は交付希望金額の上限まで可能です。 

 ・希望時期は平成 23 年 9 月以降で記入してください。 



６ 補助対象経費の主な内容 

 

【記入例】 

 

事業実施経費・財源の内訳（※研究にかかる全経費を計上すること。） 
区分 金額（単位：千円） 積算根拠 

設備備品費 250 
（品名・仕様（製造会社名・型・性能）・数量・単価な

どを記載） 

・撮影用ビデオカメラ 150 千円 
・PC 100 千円 

消耗品費 400 ・実験用動物 200 千円、試薬 100 千円 
・図書購入 40 千円、印刷費 60 千円 

旅費 104 
・研究会出席 東京 15千円×4往復 
・調査・情報収集 大阪 20千円 

宿泊 24千円（2泊） 

謝金 56 
・資料収集補助 8千円/日×7日 

その他 130 
・研究会速記料  100千円 
・通信費          30千円 

事
業
費
内
訳 

計 940 ←財源内訳の合計と一致すること 

区 分 金額（単位：千円） 備 考 

財団補助金 450  

大学研究費 400  

自己資金 90  

財
源
内
訳 

計 940 ←事業費内訳の合計と一致すること 

 

 〔設備備品費〕※ 学会開催助成の場合には補助の対象外です 

・研究に必要な OA 等機械・機具の設備に係る費用（研究終了後は、所属する学校に寄附

することとする。10 万円以上の備品を購入した場合は、報告時に領収書（写し）の提出

が必要。） 

 〔会場使用料〕※ 一般研究助成の場合には補助の対象外です 

・会議会場の使用料及び茶代 

 〔消耗品費〕 

・研究に必要な消耗品（具体的に）、資料、図書等の購入費 

・調査票、資料の印刷・コピー 

 〔旅費〕 

・会議、研究会等出席、調査のための交通費、宿泊費 

 〔謝金〕 

・研究に対する外部協力者、補助作業者に対する謝金 

 〔その他〕※ 特に必要と認められた経費のみ補助対象となります。 

・研究に関わる連絡のための電話、郵便等の通信費 

・翻訳、速記料など 


